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令和４年令和４年（２０２２年）（２０２２年）12月定例会の要点12月定例会の要点

１２月補正予算による主な事業

　1２月補正予算は、一般会計で１億４２９１万４０００円、特別会計で１６０４万６０００円、
企業会計で４０５９万６０００円を増額し、補正後は、一般会計１０９億３６４２万６０００円。
特別会計は３３億７３７万１０００円。企業会計は６０億３９９４万７０００円となりました。

【一般会計】
　　保健福祉総合センター運営費　指定管理料（燃料費・電気料の増）	
	 １０００万円
【水道事業会計】
　　水道建設改良費　住宅団地造成に伴う配水管布設工事費補助金	
	 １４９９万円
【病院事業会計】
　　収益的支出　光熱水費の増額	 ２０００万円

児童館と放課後児童クラブの新型コロナ感
染症防止対策費

妊娠届け時に５万円、出産後に５万円の合
計10万円を支給

資材費高騰により、大麦、大豆、ハトム
ギ、そばの作付面積に応じて800円／10ａ
を交付

社会資本整備総合交付金事業

食費等の物価高騰に直面する子育て世帯に
対し、未就学児１人につき支援金を４万円
に増額して支給

未就学児子育て世帯支援交付金
事業　　　　　　　 ７００万円

道路補修工事費

消雪パイプの更新工事

道路の防護柵設置工事

道路補修費	 ２５９０万円

除排雪対策費	 ５５５０万円

交通安全施設整備事業費
	 ３０２０万円

感染症防止対策事業費	３５３万円

出産・子育て応援金	１０５０万円
水田農業経営緊急支援事業　	
　　　　　　　　　 ９７万円
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議案採決一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○賛成　　×反対　　⃞欠席

議　　　　　　　案

議長　　　　　　　　　　　議　　　　員
堀
田
喜
久
男

百
塚
　
　
怜

葊
田
　
　
透

椎
名
　
寛
子

當
波
　
紀
子

酒
井
　
一
好

葊
田
　
泰
三

松
本
　
　
寛

寺
西
　
庄
司

松
谷
　
英
真

碓
井
　
憲
夫

酒
井
　
桂
之

10
月
臨
時
会

第71号 令和４年度上市町一般会計補正予算（第４
号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12

月

定

例

会

第72号 令和４年度上市町一般会計補正予算（第５
号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第73号 令和４年度上市町農業集落排水事業特別会
計補正予算(第１号) － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第74号 令和４年度上市町下水道事業特別会計補正
予算（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第75号 令和４年度上市町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第76号 令和４年度上市町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第77号 令和４年度上市町水道事業会計補正予算
（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第78号 令和４年度上市町病院事業会計補正予算
（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第79号 上市町職員の定年等に関する条例一部改正
の件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第80号 上市町職員の定年引上げ等に伴う関係条例
の整備に関する条例制定の件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第81号 上市町職員の降給に関する条例制定の件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

第82号 上市町職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例制定の件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

第83号 上市町職員の大学院等派遣研修費用の償還
に関する条例制定の件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第84号 指定管理者の指定に関する件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第85号 令和４年度上市町一般会計補正予算（第６
号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第86号 上市町固定資産評価審査委員会委員選任に
関し同意を得るの件 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

採
決
結
果

会議出欠表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○出席　　⃞欠席　　△遅刻・早退

日　付 会議の内容等
堀
田
喜
久
男

百
塚
　
怜

葊
田
　
透

椎
名
寛
子

當
波
紀
子

酒
井
一
好

葊
田
泰
三

松
本
　
寛

寺
西
庄
司

松
谷
英
真

碓
井
憲
夫

酒
井
桂
之

10月31日 全員協議会、本会議（10月臨時会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月		6日 本会議、全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12日 本会議（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13日 総務教育常任委員会 － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

14日 産業厚生常任委員会 ○ ○ ○ ○ － － － ○ － － ○ －

16日 全員協議会、本会議（委員長報告・討論・採決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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【出荷奨励金】 【 栽 培 状 況 】

起業年度 交付件数(件)
H25 １
H27 １
H28 ３
H29 １
H30 １
R３ １
R４ １
合計 ９

品目 出荷奨励金

大　豆 40円/㎏

大　麦 30円/㎏

品　目 耕作者数 作付面積

大　　豆 ６経営体 10.4ha

大　　麦 19経営体 79.0ha

ハトムギ ２経営体 15.1ha

第1回上市町地域クラブ推進委員会

大　麦

【
参
考
：
補
助
金
交
付
実
績
】

産
業
課

空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助

金
と
は
。

　

上
市
町
商
工
会
が
認
定

し
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
、
小
売

業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
等
の
事
業
を
始
め
る
方

に
対
し
補
助
す
る
。

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ

ラ
５
台
は
、
何
処
に
配
備

か
。

　

カ
ミ
ー
ル
１
階
３
つ
の

出
入
り
口
に
各
１
台
、
２

階
わ
ん
ぱ
く
広
場
に
１

台
、
３
階
立
体
駐
車
場
出

入
り
口
に
１
台
配
備
。

総
務
課

令
和
５
年
４
月
１
日
に
定

年
延
長
が
施
行
さ
れ
る

が
、
定
年
年
齢
を
２
年
に

１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
の
は
、
全
国
的
に

実
施
す
る
制
度
か
。

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
基
づ
い
て
い
る
も
の
な

の
で
、
全
国
一
律
で
あ

る
。

町
職
員
の
大
学
院
等
派
遣

研
修
費
用
の
償
還
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
認

定
看
護
師
が
対
象
と
聞
い

た
が
、
制
定
の
趣
旨
は
。

　

高
額
な
研
修
費
用
を
町

が
負
担
し
て
い
る
の
で
、

最
低
限
５
年
は
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。

新
町
制
70
周
年
に
向
け
て

改
め
て
町
花
を
選
定
す
る

が
、
季
節
や
開
花
時
期
等

で
、
町
花
を
２
種
類
、
３

種
類
に
し
て
も
良
い
の
で

は
。

　

そ
の
件
も
含
め
、
検
討

し
て
い
る
。

企
画
課

上
市
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
乗
車
で
き
る

高
速
バ
ス
東
京
便
の
見
通

し
は
。　
　

　

富
山
地
方
鉄
道
に
要
望

し
て
い
る
が
、
高
速
バ
ス

の
利
用
者
が
戻
っ
て
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
見
通
し
が
た
た
な

い
。

教
育
委
員
会

部
活
動
で
地
域
移
行
す
る

７
つ
の
ク
ラ
ブ
は
。

　

現
在
、
カ
ヌ
ー
と
硬
式

テ
ニ
ス
が
地
域
ク
ラ
ブ
に

移
行
し
て
お
り
、今
後
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、柔
道
、剣
道
、

空
手
道
が
移
行
予
定
。

地
域
ク
ラ
ブ
推
進
協
議
会

を
教
育
委
員
会
に
設
置
す

る
の
か
。

　

教
育
委
員
会
内
に
地
域

ク
ラ
ブ
推
進
協
議
会
の
事

務
局
を
置
き
、
会
計
関
係

や
大
会
登
録
の
手
続
き
等

を
支
援
す
る
人
員
を
配
置

す
る
予
定
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
の
件
は
了
承
。

大
豆
、
ハ
ト
ム
ギ
栽
培
に

関
す
る
現
状
は
。

　

栽
培
状
況
は
、
下
記
の

表
の
と
お
り
。

　

交
付
金
と
し
て
国
か
ら

10
ア
ー
ル
あ
た
り
３
万
５

０
０
０
円
の
補
助
金
が
出

て
い
る
。
ま
た
、
町
よ
り

大
豆
、
大
麦
の
出
荷
に
対

し
、
出
荷
奨
励
金
を
出
し

て
い
る
。

　

ハ
ト
ム
ギ
栽
培
は
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
作
っ
て
も
売
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
の
件
は
了
承
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

委

員

会

報

委

員

会

報

告告
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5

百 塚 	 怜 議員

れ
ば
加
算
分
も
少
額
で
、

看
護
師
一
人
分
の
人
件
費

す
ら
賄
え
な
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
病
児
・
病
後

児
保
育
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

併
設
で
一
体
と
な
っ
て
行

う
前
提
で
考
え
ら
れ
て
い

る
仕
組
み
と
思
わ
れ
る
。

補
助
制
度
の
改
善
を
国
や

県
に
対
し
要
望
し
て
い

き
、
当
町
に
お
け
る
適
切

な
病
後
児
保
育
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
腰
を
据
え

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

現
在
、福
祉
課
で

産
後
ケ
ア
を
実
施
し
て
い

る
が
、
分
娩
業
務
を
停
止

し
た
か
み
い
ち
総
合
病
院

で
も
独
自
の
産
後
ケ
ア
を

検
討
中
だ
と
聞
い
て
い

る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
集
中
の

た
め
助
産
師
を
福
祉
課
に

派
遣
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、民
間
事
業
者
と
連
携

し
た
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
か
。

議
員　

町
内
全
域
へ
移
動

が
可
能
な
病
後
児
保
育
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
各
保
育

所
の
空
き
保
育
室
あ
る
い

は
隣
接
す
る
公
民
館
の
一

室
を
病
後
児
専
用
保
育
室

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
、
法
的
に
可
能
か
。

福
祉
課
長　

病
後
児
保
育

を
実
施
し
て
い
る
保
育
所

で
は
保
育
所
と
完
全
に
分

離
し
た
別
建
て
の
施
設

で
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。
感
染
防
止
対
策
の
た

め
病
後
児
保
育
を
行
う
施

設
ご
と
に
整
備
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
公
民

館
は
普
段
か
ら
高
齢
者
の

利
用
が
多
く
、
万
が
一
児

童
の
疾
病
に
感
染
し
た
場

合
に
は
重
篤
化
す
る
お
そ

れ
も
あ
り
、徹
底
し
た
感
染

対
策
を
施
さ
な
い
限
り
、

活
用
は
困
難
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
公
民
館
を
活
用

し
た
場
合
、
近
く
の
保
育

施
設
等
に
給
食
の
提
供
を

依
頼
で
き
て
も
、
事
前
に

食
数
を
把
握
で
き
な
い
の

が
課
題
で
あ
る
。
議
員
の

提
案
は
ア
イ
デ
ア
と
し
て

興
味
深
い
が
、
新
た
な
人

員
確
保
が
必
要
と
な
る
ほ

か
、
病
後
児
保
育
の
ニ
ー

ズ
が
な
い
時
の
業
務
も
課

題
と
な
る
。
何
よ
り
病
後

児
を
受
け
入
れ
る
施
設
で

の
感
染
対
策
が
不
可
欠
な

た
め
、
や
は
り
専
用
の
拠

点
を
設
け
て
、
そ
の
施
設

に
町
内
ど
こ
か
ら
で
も
病

後
児
を
預
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く

効
率
的
と
考
え
る
。
な
お

病
後
児
保
育
に
係
る
国
の

補
助
金
は
、
保
育
士
と
看

護
師
の
配
置
を
条
件
と
し

て
い
る
も
の
の
、
常
駐
を

必
須
と
は
し
て
い
な
い
た

め
、
基
準
額
が
か
な
り
低

く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
一

定
数
以
上
の
利
用
が
な
け

病
院
事
務
局
長　

町
で
は

平
成
30
年
か
ら
、
産
後
５

月
未
満
の
母
子
に
産
後
ケ

ア
を
行
っ
て
き
た
。
分

娩
業
務
休
止
に
伴
い
、
産

後
１
年
未
満
の
母
子
を
対

象
と
し
た
新
た
な
産
後
ケ

ア
事
業
に
つ
い
て
、
病
院

と
福
祉
課
で
協
議
し
て
い

る
。
提
案
に
あ
る
福
祉
課

へ
の
助
産
師
の
派
遣
に
つ

い
て
は
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
民
間
宿
泊

事
業
を
活
用
し
た
産
後
ケ

ア
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
事

業
者
と
の
調
整
や
法
規
制

の
有
無
等
も
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
医
療
、
福
祉
、

観
光
面
の
連
携
は
町
の
活

性
化
も
期
待
で
き
る
の
で
、

今
後
、
福
祉
課
や
産
業
課

と
一
緒
に
実
現
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

自
治
会
管
理
公
園

の
舗
装
等
の
整
備
に
関
す

る
補
助
金
を
創
れ
な
い

か
。

町
長　

自
治
会
管
理
の
公

園
は
、
全
町
民
や
他
市
町

村
の
方
々
も
利
用
す
る
よ

う
な
丸
山
総
合
公
園
や
あ

さ
ひ
の
郷
公
園
な
ど
と
は

違
う
。
基
本
、
住
宅
団
地

内
の
住
民
が
利
用
す
る
公

園
で
あ
り
数
も
多
く
あ
る

た
め
、
新
た
に
補
助
制
度

を
設
け
る
こ
と
は
難
し

い
。
樹
木
の
伐
採
や
擁
壁

の
崩
落
な
ど
の
大
が
か
り

な
工
事
や
、
老
朽
化
し
た

既
存
遊
具
の
撤
去
な
ど
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
地
元
町
内
会
と
相
談
の

う
え
必
要
な
措
置
を
町
の

方
で
講
じ
て
い
く
。

病後児保育チームの構築
産後ケアの充実

一般質問

自
治
会
管
理
公
園

産
後
ケ
ア
の
充
実

立
地
を
活
か
し
た
病

後
児
保
育
チ
ー
ム
の

構
築

かみいち町議会広報



葊 田 泰 三 議員

小学校給食の様子

バドミントン部の練習風景

議
員　

中
学
校
の
部
活
動

に
関
し
て
、
教
職
員
の
働

き
方
改
革
や
技
術
指
導
面

の
点
で
、
地
域
移
行
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
移
行

さ
れ
た
場
合
で
も
部
活
動

と
い
う
形
態
は
変
わ
ら
な

い
の
か
。

　

心
身
と
も
に
成
長
期
で

あ
る
子
供
た
ち
が
安
全
安

心
な
環
境
の
中
で
、
運
動

や
文
化
活
動
を
楽
し
め
る

よ
う
、
指
導
者
は
幅
広
い

知
識
が
要
求
さ
れ
る
。
指

導
者
の
人
材
確
保
や
育
成

等
課
題
は
多
い
と
思
わ
れ

る
。
指
導
者
を
補
助
し
子

供
た
ち
を
多
角
的
、
総
合

的
に
カ
バ
ー
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の

専
門
家
を
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

国
は
令
和
５
年

議
員　

町
で
は
こ
れ
ま
で

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
補

助
し
て
き
た
。
さ
ら
に
子

育
て
世
帯
の
支
援
策
と
し

て
、
令
和
４
年
９
月
か
ら

令
和
５
年
３
月
ま
で
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
給
食
費
の
無
償
化
を
来

年
度
以
降
に
お
い
て
も
継

続
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
給
食
の
経

費
は
、
学
校
給
食
法
で
、

学
校
の
設
置
者
と
児
童
生

徒
の
保
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ

分
担
す
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、
食
材
等
の
部

分
は
、
本
来
、
保
護
者
負

担
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
、
平
成
23
年
度
よ

り
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
学
校
給
食
費
を
一
部

補
助
し
て
き
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
ま
ん
延
の

長
期
化
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
激

に
進
む
円
安
に
よ
る
物
価

高
、
燃
料
費
高
騰
な
ど
が

子
育
て
世
帯
の
家
計
に
及

ぼ
す
影
響
を
鑑
み
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
、
児
童
生

徒
の
学
校
給
食
費
を
令
和

３
年
度
に
は
３
学
期
分
、

令
和
４
年
度
に
は
２
、３

学
期
分
を
無
償
化
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

来
年
度
、
さ
ら
に
物
価

や
燃
料
費
の
高
騰
が
予
測

さ
れ
、
給
食
材
料
費
も
こ

の
影
響
を
受
け
る
。

　

少
し
で
も
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
た
い

が
、
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
に
は
、
数
千
万
円

単
位
の
新
た
な
財
源
が
必

要
で
あ
り
、
新
年
度
予
算

編
成
に
お
い
て
町
長
、
財

政
部
局
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

か
ら
の
３
年
間
を
部
活
動

地
域
移
行
の
改
革
集
中
期

間
と
し
、
先
ず
は
休
日
の

地
域
移
行
を
進
め
る
と
し

て
い
る
。
当
町
で
の
中
学

校
教
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
状
況
は
他
業
務
と
比
較

し
て
も
部
活
動
指
導
に
掛

け
る
時
間
が
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
。

　

昨
年
１
月
に
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
の
関
係
団
体

で
構
成
す
る
「
上
市
町
部

活
動
の
あ
り
方
検
討
会
」

を
設
置
し
、
可
能
な
競
技

に
つ
い
て
指
導
・
大
会
引

率
す
べ
て
を
ク
ラ
ブ
が
行

う
完
全
移
行
と
い
う
方
向

で
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

今
年
度
は
２
ク
ラ
ブ
、

来
年
度
に
は
５
ク
ラ
ブ
が

地
域
移
行
し
７
つ
の
地
域

ク
ラ
ブ
と
な
る
見
込
み
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
内
に
「
地

域
ク
ラ
ブ
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
、
会
計
処
理

や
各
種
登
録
業
務
等
ク

ラ
ブ
運
営
の
支
援
を
行

う
。

　

県
教
育
委
員
会
が
主

催
す
る
研
修
会
参
加
や

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
等
の
研
修
会
を
企

画
し
指
導
者
の
支
援
に

努
め
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
の
導

入
を
と
の
提
案
だ
が
、

中
学
校
や
地
域
ク
ラ
ブ

と
の
連
絡
調
整
や
地
域

ク
ラ
ブ
の
事
務
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
員

の
配
置
が
何
よ
り
必
要

と
考
え
て
お
り
検
討
を

進
め
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行
に
伴
う
ス

ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
導
入

小学校・中学校の給食費無償化
中学校の部活動の地域移行

一般質問

小
学
校
・
中
学
校
の
学

校
給
食
費
の
無
償
化

かみいち町議会広報
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碓 井 憲 夫 議員

7

自然エネルギー財団資料より抜粋

上市町の学校給食費助成

平成23年度
月額1000円助成 
（町内小中学校に3人同時通学の
　場合、3人目は全額助成）

平成30年度 助成額を月額1200円に拡大

令和 3 年度 第3子以降全額助成

※白萩西部小学校では平成27年度から、陽南
　小学校では平成29年度から、町で定めた給
　食費月額の1/2を助成している。

　

３
人
目
の
子
ど
も
の
国

保
税
を
、
町
の
負
担
に
で

き
な
い
か
。

町
長　

国
保
税
は
所
得
金

額
が
一
定
以
下
の
場
合

に
、
均
等
割
と
平
等
割
に

つ
い
て
最
大
７
割
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
る
。
今
年

度
よ
り
未
就
学
児
の
第
１

子
か
ら
の
均
等
割
を
５
割

減
額
す
る
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
現
在
、
44
人
が
軽

減
を
受
け
て
い
る
。

　

議
員
提
案
の
国
保
世
帯

の
３
人
目
の
子
の
国
保
税

の
均
等
割
を
町
負
担
と
す

る
こ
と
は
、
税
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
好
ま
し
く

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

少
子
化
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
今
日
に
お
い

て
、
１
人
で
も
多
く
の
お

子
さ
ん
を
生
み
育
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
１
人
目
の
子
か
ら
負

担
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
な

施
策
を
増
や
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
お
む
つ
購
入

議
員　

温
暖
化
の
要
因
で

も
あ
り
、
輸
入
に
頼
る
石

油
、
石
炭
等
の
依
存
を
減

ら
し
、
太
陽
光
、
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
等
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
の
促
進
を
進

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
小
さ

な
川
で
も
発
電
で
き
る
小

水
力
発
電
が
進
ん
で
い

る
。
か
つ
て
は
大
岩
に
も

水
力
発
電
所
が
あ
っ
た
。

町
民
課
長　

来
年
度
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
導
入
す
る
た
め
の

計
画
策
定
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
係
る
可

能
性
調
査
等
を
行
い
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
太
陽

光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
促
進
し
て
い
き
た

い
。

議
員　

平
成
23
年
、
当
時

の
伊
東
町
政
は
保
育
所
民

営
化
に
よ
り
浮
い
た
財
源

を
子
供
に
使
お
う
と
、
県

下
に
先
駆
け
、
子
ど
も
の

給
食
費
の
軽
減
に
取
り
組

み
、
そ
の
後
も
助
成
を
拡

大
し
て
き
た
。

　

中
川
町
政
も
国
の
交
付

金
を
利
用
し
、
学
校
給
食

費
の
支
援
や
県
外
在
住
の

学
生
に
支
援
金
を
交
付
す

る
な
ど
、
子
育
て
を
応
援

し
て
い
る
。
３
人
を
育
て

あ
げ
る
に
は
経
済
力
が
必

要
で
あ
る
。

券
の
助
成
金
額
の
拡
充
や

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用

助
成
な
ど
を
始
め
た
。

　

今
後
も
、
子
育
て
環
境

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

で
の
ご
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
策

の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

議
員　

３
人
目
の
子
ど
も

へ
の
支
給
型
奨
学
金
を
。

教
育
長　

町
の
給
付
型

奨
学
金
で
は
高
校
で
月

５
０
０
０
円
、
短
大
・
県

内
大
学
等
で
月
８
０
０
０

円
、
県
外
大
学
で
月
１
万

円
と
し
て
い
る
。

　

教
育
基
本
法
で
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
者
に
対
し
て
、
教
育

の
機
会
均
等
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奨

学
金
の
支
給
を
無
条
件
で

第
３
子
へ
支
給
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
理
解
し
て

い
る
。

自然エネルギー	比率（2019年）

デンマーク 78％

カ　ナ　ダ 68％

日　　　本 22％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
促
進
を

自然エネルギーの活用促進を
第３子の奨学金制度を

一般質問

子
育
て
の
応
援
を

かみいち町議会広報



酒 井 桂 之 議員

▶
町
商
工
会
青
年
部
が
実
施
し
た

　
「
寄
せ
書
き
電
車
」

議
員　

令
和
５
年
度
の
予

算
編
成
は
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
や
少
子

化
対
策
、
超
高
齢
社
会
へ

の
対
応
に
加
え
て
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
や
光
熱
費

な
ど
の
高
騰
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
加
な
ど
が
見

込
ま
れ
、
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
る
が
、
財
源
確
保

と
歳
出
削
減
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源

を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に

配
分
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
は
。

町
長　

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
と
し
て
、
人
口
減

少
へ
の
対
応
が
あ
り
、
子

育
て
支
援
の
充
実
や
移
住

定
住
の
促
進
を
核
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
企
業

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
に

大
坪
地
域
工
業
団
地
の
詳

細
設
計
に
取
り
組
み
、
大

議
員
　
上
市
駅
の
賑
わ
い

を
駅
の
所
有
者
で
あ
る
Ｊ

Ａ
ア
ル
プ
ス
と
鉄
道
を
運

行
す
る
富
山
地
方
鉄
道
に

呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
や

富
山
地
方
鉄
道
㈱
が
上
市

駅
舎
の
建
替
え
等
の
検
討

に
入
る
ま
で
は
、
当
分
の

間
、
駅
構
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
中
心
に
、
上
市

駅
の
賑
わ
い
創
出
に
努
め

て
い
き
た
い
。

坪
南
線
の
改
良
工
事
を
進

め
る
。
２
年
目
と
な
る
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

改
修
な
ど
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
も
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
。
さ
ら
に
地

球
温
暖
化
へ
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
全
庁
的

な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
体
制

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
当
町
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
す
る
た
め
の
計
画
策

定
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

議
員　

上
市
駅
が「
交
流
・

賑
わ
い
・
往
来
の
拠
点
」

の
『
場
』
と
な
る
た
め
に
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
は
何
か
。
今
後
の

予
定
は
。

企
画
課
長　

町
で
は
、
ま

ず
観
光
案
内
所
を
駅
構
内

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
上

市
駅
を
町
外
と
の
交
流
の

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
毎

年
「
上
市
え
き
な
か
古
本

市
」
を
開
催
し
、
町
営
バ

ス
の
無
料
、
鉄
道
を
利
用

し
て
来
場
さ
れ
た
方
へ
古

本
市
で
使
用
で
き
る
割
引

券
を
配
布
す
る
な
ど
、
上

市
駅
の
賑
わ
い
の
創
出
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令

和
３
年
に
は
「
富
山
地
方

鉄
道
上
市
駅
開
設
90
周
年

記
念
事
業
」
を
行
い
、
町

が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
た
。
今
後

も
公
共
交
通
機
関
を
維
持

す
る
た
め
の
支
援
を
継
続

し
、
更
な
る
利
用
促
進
を

図
っ
て
町
外
と
の
往
来
の

拠
点
で
あ
る
上
市
駅
を
守

っ
て
い
く
。
来
年
度
に
は

上
市
町
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
に
係
る
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
予
定
し
て
お

り
、
上
市
駅
を
拠
点
と
し

た
公
共
交
通
に
関
す
る
要

望
等
も
お
聴
き
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

上
市
駅
の
空
き
店

舗
に
飲
食
店
を
誘
致
で
き

な
い
か
。

産
業
課
長　

町
で
は
、
中

心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を

活
用
す
る
事
業
者
に
対
す

る
上
限
額
１
５
０
万
円
ま

で
の
補
助
制
度
を
設
け
て

お
り
、
さ
ら
に
、
家
賃
の

一
部
を
２
年
間
助
成
す
る

仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。

上
市
駅
内
へ
の
テ
ナ
ン
ト

誘
致
に
も
こ
の
補
助
金
は

活
用
可
能
で
あ
る
が
、
テ

ナ
ン
ト
所
有
者
で
あ
る
J

Ａ
ア
ル
プ
ス
に
よ
れ
ば
、

建
物
の
老
朽
化
が
著
し
い

た
め
、
改
修
費
が
入
居
者

側
の
負
担
と
な
る
た
め
、

飲
食
店
等
の
開
設
に
は
多

額
の
費
用
が
発
生
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
入

居
に
前
向
き
な
方
は
、
補

助
金
を
最
大
限
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

令和５年度の予算編成は
上市駅の賑わいは

一般質問

予
算
編
成
の
方
向
性
は

上
市
駅
の
賑
わ
い
は

かみいち町議会広報
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遊休農地

年　度 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

遊休農地面積 
(ha) 2.1 2.1 3.7 1.8 2.4

町内農地面積
に占める割合 

(%)
0.13 0.13 0.23 0.11 0.15

上市町内の遊休農地面積の推移

議
員	

耕
作
放
棄
地
と
思

わ
れ
る
場
所
が
雑
草
で
荒

れ
放
題
で
あ
り
、害
虫
の

発
生
や
美
観
の
悪
さ
で
困

っ
て
い
る
と
地
域
住
民
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
。
町
が

所
有
者
に
対
処
を
促
す
か
、

あ
る
い
は
直
接
草
刈
り
を

す
る
な
ど
の
支
援
は
あ
る

か
。

産
業
課
長 

害
虫
の
発
生

等
に
よ
り
近
隣
の
農
地

や
家
屋
に
被
害
を
及
ぼ

す
な
ど
の
苦
情
を
聞
い
た

場
合
、農
業
委
員
会
事
務

局
で
は
、
所
有
者
を
特
定

し
、
個
別
に
是
正
し
て
い

た
だ
く
よ
う
通
知
し
て
い

る
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で

に
、
地
権
者
15
人
に
対
し

通
知
し
た
と
こ
ろ
、
約
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
問

題
の
解
消
が
図
ら
れ
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り

に
つ
い
て
は
、
町
が
代
わ

っ
て
実
施
す
る
こ
と
は
な

か
け
、
農
地
の
貸
し
借
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

議
員　

農
地
に
関
し
て
、

現
状
や
所
有
者
の
家
族
構

成
な
ど
も
含
め
た
状
況
を

デ
ー
タ
化
し
て
い
け
ば
、

次
へ
の
取
り
組
み
と
な

る
。

い
が
、
多
面
的
機
能
支
払

制
度
を
活
用
す
れ
ば
共
同

活
動
に
よ
る
草
刈
り
を
支

援
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

議
員	

上
市
町
全
体
の
農

業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
耕
作
放

棄
地
の
所
在
地
や
所
有

者
、
面
積
、
状
態
な
ど
を

把
握
し
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
そ
の
よ
う
な
情
報
を

蓄
積
し
て
い
る
関
係
機
関

と
の
連
携
は
取
れ
て
い
る

の
か
。

産
業
課
長 

町
の
農
業
従

事
者
の
平
均
年
齢
は
正
確

に
は
掴
ん
で
な
い
が
、

2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
、
一
番
多

い
年
代
は
70
代
前
半
で
あ

る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
進
む

一
方
で
近
年
、
当
町
で
は

新
規
就
農
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
耕
作
放
棄
地
の

所
在
地
や
所
有
者
、
面

積
、
状
態
な
ど
概
ね
把
握

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情

報
を
県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携

し
、
担
い
手
農
家
へ
の
集

積
や
新
規
就
農
希
望
者
へ

の
農
地
斡
旋
等
に
活
用

し
、
少
し
で
も
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
や
減
少
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

産
業
課
長 

耕
作
放
棄
地

の
所
有
者
に
対
し
利
用
意

向
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
調
査
で
、
貸
付

を
希
望
す
る
と
回
答
さ
れ

た
農
地
に
つ
い
て
は
、
近

隣
農
地
の
耕
作
者
に
働
き

耕作放棄地問題
一般質問

荒
地
の
対
処
法
は

耕
作
放
棄
地
の
情
報

把
握
は

農
業
委
員
会
の
取
り

組
み

かみいち町議会広報
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か
み
い
ち
音
頭
の
町
流
し

ふ
る
さ
と
剱
親
自
然
公
園
か
ら

望
む
早
乙
女
湖

　

ふ
る
さ
と
観
光
上
市
ま

つ
り
は
、
当
町
に
と
っ
て

大
事
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
新
町
制
70
周
年
を
記

念
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
と
と
も
に
、
実

施
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

公
園
の
周
辺
一
帯

を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
、
町
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
出
来
な
い
か
。

産
業
課
長　

ふ
る
さ
と
剱

親
自
然
公
園
で
は
、
交
流

促
進
施
設
と
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
等
を
設
置
し
て
い
る
。

　

当
施
設
の
利
用
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
と
し
て
お
り
、
今
年

度
の
利
用
人
数
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
場
で
２
７
２

議
員　

例
年
行
っ
て
い
る

夏
祭
り
と
花
火
の
夕
べ
の

規
模
を
拡
大
し
て
行
い
70

周
年
を
祝
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
観
光
上

市
ま
つ
り
は
、
毎
年
８
月

13
日
に
西
中
町
商
店
街
通

り
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、
町
民
参
加
に
よ
る

町
流
し
の
夕
べ
、
白
竜
橋

付
近
で
の
招
来
櫓
、
花
火

の
夕
べ
な
ど
が
一
体
と
な

っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
花
火
の
夕

べ
の
み
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
上
市

の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
例
年
、

町
民
や
お
盆
に
ふ
る
さ
と

へ
帰
省
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

新
町
制
70
周
年
を
迎
え

る
来
年
度
に
お
け
る
本
イ

ベ
ン
ト
を
役
場
駐
車
場
で

開
催
し
て
は
ど
う
か
と
の

提
案
だ
が
、
密
に
な
ら
な

い
感
染
症
対
策
や
花
火
の

実
施
場
所
と
の
関
連
に
加

え
、
今
の
会
場
は
恒
例
と

な
っ
て
久
し
い
こ
と
や
、

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出

の
効
果
な
ど
も
含
め
て
、

開
催
主
体
で
あ
る
ふ
る
さ

と
観
光
上
市
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
お
い
て
し
っ
か

り
と
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

人
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

４
５
５
人
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
で
２
２
３
０
人

と
、
町
内
外
か
ら
家
族
連

れ
や
若
者
た
ち
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

当
施
設
の
利
用
者
数

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和

元
年
度
と
比
べ
る
と
、
ア

ウ
ト
ド
ア
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
場
で
は
、
土

日
や
祝
日
は
常
に
予
約
が

入
り
、
利
用
人
数
は
約

１
・
５
倍
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

提
案
の
早
乙
女
湖
で
の

サ
ッ
プ
利
用
に
つ
い
て

は
、
富
山
県
上
市
カ
ヌ
ー

競
技
場
が
行
う
カ
ヌ
ー
競

技
普
及
振
興
事
業
と
し
て

予
め
位
置
付
け
た
う
え

で
、
気
象
条
件
が
整
っ
た

中
、
利
用
者
の
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
着
用
や
救
助
艇

の
用
意
、
救
助
員
の
待
機

な
ど
の
危
険
防
止
策
が
施

さ
れ
た
場
合
の
み
可
能
と

な
る
。
残
念
な
が
ら
、
当

公
園
利
用
者
が
い
つ
で
も

サ
ッ
プ
を
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

　

提
案
の
よ
う
に
早
乙
女

湖
を
当
公
園
と
一
体
的
に

活
用
で
き
れ
ば
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
拠
点
と
し
て
大
き

な
強
み
を
持
つ
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
、
サ
ッ
プ
や
カ
ヌ
ー
を

体
験
す
る
機
会
を
少
し
で

も
増
や
し
て
い
け
な
い

か
、
事
業
を
企
画
す
る
各

課
と
連
携
の
上
、
関
係
者

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
剱
親
自
然

公
園

新町制７０周年
ふるさと剱親自然公園の利活用

一般質問

新
町
制
70
周
年

かみいち町議会広報
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町のマイクロバスをスクールバスに活用

運
行
を
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
冬
期
間
、
自
転
車

で
通
学
が
で
き
な
い
中
学

生
の
た
め
に
臨
時
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
町
所
有
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
運
行
し
て
い

る
。

　

閉
じ
込
め
事
故
防
止
の

対
策
に
関
し
て
、
業
務
委

託
し
て
い
る
富
山
地
方
鉄

道
で
は
、
運
転
手
の
服
務

心
得
と
し
て
終
着
時
の
車

内
点
検
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
て
お
り
問
題
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
あ

ら
た
め
て
終
着
後
の
車
内

点
検
の
徹
底
を
依
頼
す

る
。

　

町
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

よ
り
運
転
手
の
派
遣
を
受

け
て
い
る
た
め
、
置
き
去

り
事
案
が
発
生
し
な
い
よ

う
同
セ
ン
タ
ー
に
対
し
運

転
終
了
後
の
車
内
点
検
の

徹
底
を
要
請
し
て
い
く
。

避
難
先
で
の
医
療
活
動
等

に
係
る
他
市
町
村
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
現
在
の

計
画
に
追
加
記
載
す
る
検

討
を
行
っ
た
。

　

令
和
４
年
12
月
に
再
度

国
民
保
護
協
議
会
を
開
催

し
意
見
集
約
を
行
っ
た

後
、
令
和
５
年
１
月
か
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
り
、
今
年
度
中
に
見
直

し
を
終
え
る
予
定
。
計
画

内
容
は
、
町
民
に
し
っ
か

り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

取
り
残
さ
れ
る
事
故
へ
の

安
全
対
策
を
徹
底
し
て
欲

し
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

児
童
・
生
徒
は
、
学
校
か

ら
半
径
２
㎞
以
上
離
れ
た

遠
隔
地
か
ら
登
下
校
す
る

場
合
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
で
き
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
富
山
地
方
鉄
道
に

議
員　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

飛
来
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
の
実
施
予
定
は
。

総
務
課
長　

令
和
４
年
９

月
22
日
に
県
内
で
２
例
目

と
な
る
国
、
県
及
び
魚
津

市
に
よ
る
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
飛
来
を
想
定
し
た
住

民
避
難
訓
練
が
、
魚
津
駅

周
辺
で
実
施
さ
れ
た
。
魚

津
市
で
の
訓
練
の
状
況
を

よ
く
調
べ
た
う
え
で
、
町

で
避
難
訓
練
実
施
の
可
否

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員　

国
民
保
護
に
係
る

警
報
の
サ
イ
レ
ン
音
の
吹

鳴
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
避
難
行
動
を
す
べ

き
か
。

総
務
課
長　

弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
飛
来
に
よ
っ
て
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
か
ら
国
民
保
護

に
係
る
警
報
の
サ
イ
レ
ン

音
等
が
流
れ
た
時
に
は
、

屋
外
に
い
る
場
合
は
で
き

る
限
り
頑
丈
な
建
物
や
地

下
へ
避
難
、
建
物
が
な
い

場
合
は
物
陰
に
身
を
隠
す

か
、
地
面
に
伏
せ
て
頭
部

を
守
る
。
屋
内
に
い
る
場

合
は
窓
か
ら
離
れ
る
か
、

窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
点

検
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

総
務
課
長　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
全
国
一
斉
伝
達
試
験
が

毎
年
、
２
月
・
５
月
・
８

月
・
11
月
の
年
４
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。

議
員　

上
市
町
の
国
民
保

護
計
画
の
見
直
し
は
。

総
務
課
長　

令
和
４
年
10

月
に
町
の
国
民
保
護
協
議

会
を
開
催
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
に
対
応
し
た
体
制
整
備

及
び
住
民
周
知
、
国
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
安
否

情
報
の
収
集
及
び
提
供
、

上
市
町
国
民
保
護
計

画

ス
ク
ー
ル
バ
ス
置
き

去
り
事
故

	J	アラートと上市町国民保護計画
スクールバス置き去りの安全対策

一般質問

J
ア
ラ
ー
ト
の
点
検

有
事
の
避
難
訓
練

かみいち町議会広報



子ども達の学校はこのままで良いのか？
～課題と議会の動き～

【学校のあり方検討の始まり】
　令和2年３月定例会で中川行孝町長より「小学校のあり方を検討すべき時期にき
ている」と発言があった。小学校を取り巻く課題には、大きく以下の２点がある。
　①児童数減少による複式学級の発生を解消したい
　②校舎の老朽化
　問題提起を受けた議会では「学校のあり方検討特別委員会」を設置し、視察の実
施や校区別懇談会への参加など議論の深化に努めてきた。

令和4年4月時点
全校児童数（人）

令和10年度の児童数予測（人）

令和５年時点　築年数

１年生

128

304

102

128

44

51

757

16

23

7

11

4

4

65

13

28

10

13

6

2

72

14

36

13

27

6

7

103

16

31

11

18

6

4

86

21

52

9

20

8

5

115

17

39

14

23

7

6

106

97

209

64

112

37

28

547

２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合 計

相 ノ 木

上市中央

南 加 積

宮　　川

白萩西部

陽　　南

合　計

相　ノ　木

上 市 中 央

南　加　積

宮　　　川

白 萩 西 部

陽　　　南

令和３年

議　会　の　動　き 町 の 動 き

３/18 学校のあり方検討特別委員会設置

５/25 上市町立小学校視察

６/30 上市町立小学校視察

８/10 学校のあり方検討特別委員会開催

　　　　　　　　・町への要望書案検討

９/14 町へ「要望書」提出

10/19 学校のあり方検討特別委員会委員

 新メンバーへ

令和４年

１/18 新メンバーを対象に上市町立小学校３校視察

７/26 みさとの丘学園(義務教育学校)視察

８/ ９ 学校のあり方検討特別委員会開催

 ・みさとの丘学園視察の感想

 ・「町の学校のあり方について」

 　　　　　　　　現時点の思い・考え

 ・町に上記書面提出

３月 タウンミーティング

７月 保護者アンケート実施

「小学校のあり方」

　　　　校区別懇談会

(2/27、3/27、4/10、

 　　　4/24、5/15、5/19)

44年

62年

42年

47年

37年

39年

　白萩西部小学校では平成１９年度から複式学級が発生
し、陽南小学校では令和５年度から発生する見込み。
この複式学級を解消するために、町独自で教員を雇用し
ている。

～複式学級とは？～
　２つの学年を併せた児童数が15人以下（第１学年
を含む場合は８名以下）のとき、２つの学年の児童
で学級を編制すること。

【小規模校の授業風景】

教育委員会の児童数推移予測より抜粋

～現状①　児童数減少～

～現状②　校舎の老朽化～

【これまでの議会と町の動き】

【これからの議会】
　少子化による小学校の児童数減少に対し、学校の適正規模など学校のあり方につ
いて調査検討を行い、広く地域から意見を吸い上げ、議会の中でも議論を深め、提
言していきたい。

【特集】

【小学校の現状】

築年数が60年
を超える上市
中央小学校。
数年後には、複
数の小学校が
築50年を迎え
る。

かみいち町議会広報
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子ども達の学校はこのままで良いのか？
～課題と議会の動き～

【学校のあり方検討の始まり】
　令和2年３月定例会で中川行孝町長より「小学校のあり方を検討すべき時期にき
ている」と発言があった。小学校を取り巻く課題には、大きく以下の２点がある。
　①児童数減少による複式学級の発生を解消したい
　②校舎の老朽化
　問題提起を受けた議会では「学校のあり方検討特別委員会」を設置し、視察の実
施や校区別懇談会への参加など議論の深化に努めてきた。

令和4年4月時点
全校児童数（人）

令和10年度の児童数予測（人）

令和５年時点　築年数

１年生

128

304

102

128

44

51

757

16

23

7

11

4

4

65

13

28

10

13

6

2

72

14

36

13

27

6

7

103

16

31

11

18

6

4

86

21

52

9

20

8

5

115

17

39

14

23

7

6

106

97

209

64

112

37

28

547

２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合 計

相 ノ 木

上市中央

南 加 積

宮　　川

白萩西部

陽　　南

合　計

相　ノ　木

上 市 中 央

南　加　積

宮　　　川

白 萩 西 部

陽　　　南

令和３年

議　会　の　動　き 町 の 動 き

３/18 学校のあり方検討特別委員会設置

５/25 上市町立小学校視察

６/30 上市町立小学校視察

８/10 学校のあり方検討特別委員会開催

　　　　　　　　・町への要望書案検討

９/14 町へ「要望書」提出

10/19 学校のあり方検討特別委員会委員

 新メンバーへ

令和４年

１/18 新メンバーを対象に上市町立小学校３校視察

７/26 みさとの丘学園(義務教育学校)視察

８/ ９ 学校のあり方検討特別委員会開催

 ・みさとの丘学園視察の感想

 ・「町の学校のあり方について」

 　　　　　　　　現時点の思い・考え

 ・町に上記書面提出

３月 タウンミーティング

７月 保護者アンケート実施

「小学校のあり方」

　　　　校区別懇談会

(2/27、3/27、4/10、

 　　　4/24、5/15、5/19)

44年

62年

42年

47年

37年

39年

　白萩西部小学校では平成１９年度から複式学級が発生
し、陽南小学校では令和５年度から発生する見込み。
この複式学級を解消するために、町独自で教員を雇用し
ている。

～複式学級とは？～
　２つの学年を併せた児童数が15人以下（第１学年
を含む場合は８名以下）のとき、２つの学年の児童
で学級を編制すること。

【小規模校の授業風景】

教育委員会の児童数推移予測より抜粋

～現状①　児童数減少～

～現状②　校舎の老朽化～

【これまでの議会と町の動き】

【これからの議会】
　少子化による小学校の児童数減少に対し、学校の適正規模など学校のあり方につ
いて調査検討を行い、広く地域から意見を吸い上げ、議会の中でも議論を深め、提
言していきたい。

【特集】

【小学校の現状】

築年数が60年
を超える上市
中央小学校。
数年後には、複
数の小学校が
築50年を迎え
る。
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追跡レポート追跡レポート その後実った議会での提案・要望

その後その後

　育児中の保護者や、周囲に頼れる方がいないひとり親家庭などを対象に、「保護者に病気や

仕事のもしものことがあっても、安心して一時的に子どもを託せる場所を」と求めたところ、

町はただちに富山市の２施設に依頼し、全保護者を対象とした上市町子育て短期支援事業が実

現しました。

　稗田東バス停が新たに設置されました。

　これはさつきの里と稗田町営住宅の方からの要望を

受け、双方に出来るだけ近い場所を検討し、現在通っ

ている陽南線の路線上で設置して頂きました。月、水、

金曜の運行でデマンド方式のため予約の必要はありま

すが、少しでも多くの方に利用して頂ければと考えて

います。

　保護者が疾病や仕事などの都合により、家庭での児童養育が一時的に困難となった場合に、その児童を児童福祉施設でお預か

りします。対象は、原則として小学６年生以下で、本町に住所を有する児童です。利用するには、原則１週間前までに福祉課児

童班へ申請する必要があります。

上市町子育て短期支援事業
令和４年３月定例会一般質問

その後その後

稗田東バス停設置
令和４年３月定例会一般質問

上市町子育て短期支援事業の利用について

①短期入所生活援助（ショートステイ）事業

※事業内容を上記施設へ直接問い合わせることはできません。詳しくは、福祉課児童班へお問い合わせください。

②夜間養護等（トワイライトステイ）事業
実施期間　原則７日間以内

実施施設

◆富山県立乳児院　☎432-8137

　（富山市牛島本町2-1-38）

◆ルンビニ園　☎429-0213

　（富山市中布目117）

実施期間　原則３か月以内

利用期間　基本利用　18時から 22時まで

　　　　　宿泊利用　基本利用に引き続き　翌朝８時まで

　　　　　休日利用　９時から18時まで

実施施設　◆ルンビニ園

【お問い合わせ】福祉課 児童班 ☎473-9108

新
た
に
設
置
さ
れ
た
バ
ス
停

上
市
町
の
町
営
バ
ス

　
東
京
に
て
行
わ
れ
た
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
、

議
会
広
報
特
別
委
員
７
名

が
参
加
。
新
人
の
広
報
担

当
委
員
に
議
会
広
報
の
あ

り
方
を
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
、
ま
た
広
報
紙
づ
く

り
の
品
質
向
上
を
目
的
と

し
た
。

　
研
修
会
は
広
報
紙
づ
く

り
に
造
詣
の
深
い
専
門
家

３
人
に
よ
る
70
分
の
講
演

会
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
会

を
通
し
て
、
広
報
紙
づ
く

り
に
お
い
て
、
い
か
に
し

て
「
伝
わ
る
」
情
報
発
信

を
行
う
か
を
学
ぶ
。
例
え

ば
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
発

信
は
ア
ナ
ロ
グ
な
広
報
紙

と
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
を
双

方
向
に
繋
げ
て
こ
そ
有
用

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
す

る
、
と
い
う
の
は
我
々
に

も
す
ぐ
応
用
で
き
そ
う
で

あ
っ
た
。
他
に
も
誰
が
読

者
な
の
か
を
よ
く
考
え
、

記
事
の
３
要
素「
見
出
し
」

「
リ
ー
ド
」「
本
文
」
を
う

ま
く
使
い
分
け
工
夫
す
る

こ
と
や
写
真
の
扱
い
、
記

事
づ
く
り
の
心
構
え
な
ど

を
、
評
価
の
高
い
広
報
紙

を
実
際
に
い
く

つ
か
見
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　
研
修
を
通
し

て
得
ら
れ
た
知

識
は
、
今
後
の

広
報
紙
づ
く
り

に
す
ぐ
に
で
も

応
用
で
き
そ
う

な
も
の
か
ら
、

専
門
家
に
監
修

し
て
も
ら
わ
ね

ば
実
現
が
難
し

そ
う
な
も
の
ま

で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。限
ら
れ
た
時
間
、

人
材
、
予
算
の
中
で
上
市

町
ら
し
い
「
伝
わ
る
」
広

報
紙
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

一
層
努
力
し
て
行
こ
う
と

委
員
一
同
、
思
い
を
新
た

に
し
た
研
修
会
で
あ
っ

た
。
　
　
　（
松
本
　
寛
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　（
９
月
21
日
）

視
察
研
修
報
告

　
福
井
県
若
狭
町
に
あ
る

有
限
会
社
か
み
な
か
農
楽

舎
と
、
あ
わ
ら
市
に
あ
る

丘
陵
地
農
業
セ
ン
タ
ー
が

今
回
の
視
察
先
で
あ
る
。

　
有
限
会
社
か
み
な
か
農

楽
舎
は
、
就
農
定
住
支
援

が
メ
イ
ン
の
法
人
で
あ

る
。
出
資
割
合
は
町
50
％

集
落
30
％
関
西
の
株
式
会

社
類
設
計
室
20
％
で
あ

る
。
広
い
敷
地
に
作
業
所

を
備
え
た
研
修
棟
が
あ

り
、
研
修
生
は
そ
こ
で
共

同
生
活
を
し
て
い
る
。「
本

当
に
目
指
す
の
は
地
域
活

性
化
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
農
地
保
全
と
後
継
者

の
育
成
が
重
要
」
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
設
立
さ
れ

た
。

　
研
修
生
の
受
け
入
れ
制

度
は
、
２
年
間
の
農
業
研

修
の
他
に
大
学
生
や
社
会

人
（
20
〜
30
代
）
は
２
週

間
程
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
も
受
け
入
れ
て
い

る
。
共
同
生
活
は
、
就
農

に
向
い
て
い
る
人
材
で
あ

る
か
を
見
極
め
る
の
に
一

役
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
研
修
内
容
も
、

指
導
担
当
が
付
添
い
な
が

ら
機
械
技
術
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
、
春
か
ら
秋
は

水
稲
、
秋
か
ら
冬
は
大
麦

や
そ
ば
、
大
豆
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
の
栽
培
を
学
ぶ
。

冬
は
農
業
簿
記
、
機
械
使

用
に
伴
う
免
許
の
取
得
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
研

修
が
あ
る
。

　
行
政
と
集
落
の
住
民
が

主
体
と
な
り
、
農
業
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

遊
休
農
地
、
過
疎
化
の
問

題
に
向
き
合
い
設
立
さ
れ

た
、か
み
な
か
農
楽
舎
は
、

大
変
参
考
に
な
る
施
設
で

あ
っ
た
。

　
あ
わ
ら
市
の
丘
陵
地
農

業
セ
ン
タ
ー
は
、
ふ
く
い

園
芸
カ
レ
ッ
ジ
（
県
が
設

置
し
た
農
業
教
育
機
関
）

を
中
心
と
し
て
、
県
、
農

家
、
土
地
改
良
区
、
J
A

と
の
連
携
が
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
カ
レ
ッ
ジ
で
の

１
年
間
の
研
修
後
、
１
年

間
の
農
家
ま
た
は
農
業
法

人
と
里
親
研
修
が
義
務
付

け
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
っ
た
。

　
各
市
町
村
が
農
業
の
未

来
を
守
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
努
力
を
し
て
い
る
。
上

市
町
で
も
町
に
あ
っ
た
や

り
方
で
農
業
者
を
一
人
で

も
多
く
育
て
て
い
け
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
だ
と

思
う
。
10
年
後
に
雑
草
だ

ら
け
の
田
畑
を
誰
も
見
た

く
は
な
い
。

　
　
　
　
　（
椎
名
寛
子
）

　

産
業
振
興
対
策
特
別
委
員
会
　（
11
月
17·

18
日
）

研修会場シェーンバッハ・サボー

視察風景（かみなか農楽舎）

かみいち町議会広報かみいち町議会広報
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追跡レポート追跡レポート その後実った議会での提案・要望

その後その後

　育児中の保護者や、周囲に頼れる方がいないひとり親家庭などを対象に、「保護者に病気や

仕事のもしものことがあっても、安心して一時的に子どもを託せる場所を」と求めたところ、

町はただちに富山市の２施設に依頼し、全保護者を対象とした上市町子育て短期支援事業が実

現しました。

　稗田東バス停が新たに設置されました。

　これはさつきの里と稗田町営住宅の方からの要望を

受け、双方に出来るだけ近い場所を検討し、現在通っ

ている陽南線の路線上で設置して頂きました。月、水、

金曜の運行でデマンド方式のため予約の必要はありま

すが、少しでも多くの方に利用して頂ければと考えて

います。

　保護者が疾病や仕事などの都合により、家庭での児童養育が一時的に困難となった場合に、その児童を児童福祉施設でお預か

りします。対象は、原則として小学６年生以下で、本町に住所を有する児童です。利用するには、原則１週間前までに福祉課児

童班へ申請する必要があります。

上市町子育て短期支援事業
令和４年３月定例会一般質問

その後その後

稗田東バス停設置
令和４年３月定例会一般質問

上市町子育て短期支援事業の利用について

①短期入所生活援助（ショートステイ）事業

※事業内容を上記施設へ直接問い合わせることはできません。詳しくは、福祉課児童班へお問い合わせください。

②夜間養護等（トワイライトステイ）事業
実施期間　原則７日間以内

実施施設

◆富山県立乳児院　☎432-8137

　（富山市牛島本町2-1-38）

◆ルンビニ園　☎429-0213

　（富山市中布目117）

実施期間　原則３か月以内

利用期間　基本利用　18時から 22時まで

　　　　　宿泊利用　基本利用に引き続き　翌朝８時まで

　　　　　休日利用　９時から18時まで

実施施設　◆ルンビニ園

【お問い合わせ】福祉課 児童班 ☎473-9108

新
た
に
設
置
さ
れ
た
バ
ス
停

上
市
町
の
町
営
バ
ス

　
東
京
に
て
行
わ
れ
た
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
、

議
会
広
報
特
別
委
員
７
名

が
参
加
。
新
人
の
広
報
担

当
委
員
に
議
会
広
報
の
あ

り
方
を
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
、
ま
た
広
報
紙
づ
く

り
の
品
質
向
上
を
目
的
と

し
た
。

　
研
修
会
は
広
報
紙
づ
く

り
に
造
詣
の
深
い
専
門
家

３
人
に
よ
る
70
分
の
講
演

会
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
会

を
通
し
て
、
広
報
紙
づ
く

り
に
お
い
て
、
い
か
に
し

て
「
伝
わ
る
」
情
報
発
信

を
行
う
か
を
学
ぶ
。
例
え

ば
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
発

信
は
ア
ナ
ロ
グ
な
広
報
紙

と
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
を
双

方
向
に
繋
げ
て
こ
そ
有
用

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
す

る
、
と
い
う
の
は
我
々
に

も
す
ぐ
応
用
で
き
そ
う
で

あ
っ
た
。
他
に
も
誰
が
読

者
な
の
か
を
よ
く
考
え
、

記
事
の
３
要
素「
見
出
し
」

「
リ
ー
ド
」「
本
文
」
を
う

ま
く
使
い
分
け
工
夫
す
る

こ
と
や
写
真
の
扱
い
、
記

事
づ
く
り
の
心
構
え
な
ど

を
、
評
価
の
高
い
広
報
紙

を
実
際
に
い
く

つ
か
見
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　
研
修
を
通
し

て
得
ら
れ
た
知

識
は
、
今
後
の

広
報
紙
づ
く
り

に
す
ぐ
に
で
も

応
用
で
き
そ
う

な
も
の
か
ら
、

専
門
家
に
監
修

し
て
も
ら
わ
ね

ば
実
現
が
難
し

そ
う
な
も
の
ま

で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。限
ら
れ
た
時
間
、

人
材
、
予
算
の
中
で
上
市

町
ら
し
い
「
伝
わ
る
」
広

報
紙
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

一
層
努
力
し
て
行
こ
う
と

委
員
一
同
、
思
い
を
新
た

に
し
た
研
修
会
で
あ
っ

た
。
　
　
　（
松
本
　
寛
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　（
９
月
21
日
）

視
察
研
修
報
告

　
福
井
県
若
狭
町
に
あ
る

有
限
会
社
か
み
な
か
農
楽

舎
と
、
あ
わ
ら
市
に
あ
る

丘
陵
地
農
業
セ
ン
タ
ー
が

今
回
の
視
察
先
で
あ
る
。

　
有
限
会
社
か
み
な
か
農

楽
舎
は
、
就
農
定
住
支
援

が
メ
イ
ン
の
法
人
で
あ

る
。
出
資
割
合
は
町
50
％

集
落
30
％
関
西
の
株
式
会

社
類
設
計
室
20
％
で
あ

る
。
広
い
敷
地
に
作
業
所

を
備
え
た
研
修
棟
が
あ

り
、
研
修
生
は
そ
こ
で
共

同
生
活
を
し
て
い
る
。「
本

当
に
目
指
す
の
は
地
域
活

性
化
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
農
地
保
全
と
後
継
者

の
育
成
が
重
要
」
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
設
立
さ
れ

た
。

　
研
修
生
の
受
け
入
れ
制

度
は
、
２
年
間
の
農
業
研

修
の
他
に
大
学
生
や
社
会

人
（
20
〜
30
代
）
は
２
週

間
程
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
も
受
け
入
れ
て
い

る
。
共
同
生
活
は
、
就
農

に
向
い
て
い
る
人
材
で
あ

る
か
を
見
極
め
る
の
に
一

役
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
研
修
内
容
も
、

指
導
担
当
が
付
添
い
な
が

ら
機
械
技
術
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
、
春
か
ら
秋
は

水
稲
、
秋
か
ら
冬
は
大
麦

や
そ
ば
、
大
豆
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
の
栽
培
を
学
ぶ
。

冬
は
農
業
簿
記
、
機
械
使

用
に
伴
う
免
許
の
取
得
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
研

修
が
あ
る
。

　
行
政
と
集
落
の
住
民
が

主
体
と
な
り
、
農
業
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

遊
休
農
地
、
過
疎
化
の
問

題
に
向
き
合
い
設
立
さ
れ

た
、か
み
な
か
農
楽
舎
は
、

大
変
参
考
に
な
る
施
設
で

あ
っ
た
。

　
あ
わ
ら
市
の
丘
陵
地
農

業
セ
ン
タ
ー
は
、
ふ
く
い

園
芸
カ
レ
ッ
ジ
（
県
が
設

置
し
た
農
業
教
育
機
関
）

を
中
心
と
し
て
、
県
、
農

家
、
土
地
改
良
区
、
J
A

と
の
連
携
が
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
カ
レ
ッ
ジ
で
の

１
年
間
の
研
修
後
、
１
年

間
の
農
家
ま
た
は
農
業
法

人
と
里
親
研
修
が
義
務
付

け
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
っ
た
。

　
各
市
町
村
が
農
業
の
未

来
を
守
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
努
力
を
し
て
い
る
。
上

市
町
で
も
町
に
あ
っ
た
や

り
方
で
農
業
者
を
一
人
で

も
多
く
育
て
て
い
け
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
だ
と

思
う
。
10
年
後
に
雑
草
だ

ら
け
の
田
畑
を
誰
も
見
た

く
は
な
い
。

　
　
　
　
　（
椎
名
寛
子
）

　

産
業
振
興
対
策
特
別
委
員
会
　（
11
月
17·

18
日
）

研修会場シェーンバッハ・サボー

視察風景（かみなか農楽舎）

かみいち町議会広報かみいち町議会広報
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連絡先　上市町議会
〒930―0393 富山県中新川郡上市町法音寺１　☎076―472―2550　FAX076―472―1115　ホームページhttp://www.town.kamiichi.toyama.jp/

下経田
　

　

寺西勝子さん
正　印

細川敏彦さん

議会傍聴しませんか。
日程は、町広報とホームページで確認願います。

　
北
ア
ル
プ
ス
の
俊
英
、
立
山
連
峰
の
中
心
剱
岳
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
仰
ぐ
上
市
町
で
、
私
は
47
年
前
に
、
南
町
か
ら
正
印

町
内
に
移
り
住
み
ま
し
た
。２
２
２
世
帯
と
農
業
、
商
業
、
工

業
区
域
を
有
し
、
親
し
く
集
う
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
多
く
、大
変
素
敵
な
町
内
で
す
。

　
上
市
町
も
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
企
業
誘
致
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。水
と
空
気
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
上

市
町
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。

　
行
政
と
議
会
が
、
少
子
高
齢
化
と
多
極
化
の
時
代
を
柔
軟

か
つ
強
固
に
舵
取
り
を
し
、
上
市
町
の
発
展
を
実
現
し
て
欲

し
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
現

役
世
代
の
人
口
増
加
を
目
指
す
努
力
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
出
産
や
子
育
て
を
す
る
若
い
世

代
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
を
整
え
る
努
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
多
様
な
意
見
を
出
し
合
い
、
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を
目
標

に
、
町
民
の
代
表
と
し
て
し
っ
か
り
行
政
に
物
申
し
、
上
市

町
の
明
る
い
未
来
を
構
築
し
て
く
だ
さ
い
。

　
若
い
こ
ろ
に
石
川
県
で
４
年
間
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
自
然
豊
か
な
上
市
が
恋
し
く
な
り
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
剱
岳
も
綺
麗
だ
し
、
山
々
の
秋
の
紅
葉
も
大
好
き
で

す
。
災
害
が
少
な
い
の
も
良
い
で
す
ね
。

　
主
人
の
運
送
業
を
手
伝
い
、
二
人
で
全
国
を
回
っ
た
こ
と

が
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
田
ん
ぼ
を
農
協
に
任
せ
て
い
ま
す
が
、
人
手
不
足
で
耕
作

し
て
貰
え
な
い
の
が
残
念
で
す
。
町
で
も
何
か
考
え
て
頂
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
議
会
の
中
継
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
顔
が
画

面
に
映
る
と
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
見

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
ハ
キ
ハ
キ
と
分
か
り
や
す
く

発
言
し
て
頂
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
市
町
の
た
め
に
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
広
報
は
、

町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

将
来
の
学
校
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
た
め
特
集
記

事
を
設
け
ま
し
た
。

　
広
報
編
集
は
正
確
な
記

事
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

校
正
が
大
切
で
委
員
一
同

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
思
え
ば
昨
年
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
。
「
お
お

か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
」

公
開
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
、
ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
が

都
市
対
抗
野
球
大
会
に
初

出
場
、
第
１
回
上
市
マ
ラ

ニ
ッ
ク
の
開
催
、
釈
泉
寺

円
筒
分
水
槽
が
登
録
有
形

文
化
財
に
な
る
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
さ

て
、
今
年
は
新
町
制
70
周

年
。
議
会
と
し
て
も
盛
り

上
げ
て
参
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

　
　
　
（
椎
名
　
寛
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
本
　
　
寛

副
委
員
長
　
酒
井
　
一
好

委
　
　
員
　
百
塚
　
　
怜

　
　
　
　
　
廣
田
　
　
透

　
　
　
　
　
椎
名
　
寛
子

　
　
　
　
　
當
波
　
紀
子

　
　
　
　
　
廣
田
　
泰
三

　
　
　
　
　
堀
田
喜
久
男

●
会
議
録
の
閲
覧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本

会
議
の
会
議
録
の
検
索
や
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
（
定
例
会

終
了
後
約
２
カ
月
後
に
更
新

さ
れ
ま
す
。）

●
ア
ド
レ
ス
は
こ
ち
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
議
会
会

議
録
検
索
」
ま
た
は
、

http://w
w
w
.to
w
n.kam

iic

hi.to
yam
a.dbsr.jp/

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

編
集
後
記

編
集
後
記

町民の声　紹介
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